
  

こんにちは、ふれディア通信編集部です。 いよいよ夏本番の 7 月となりました。 皆さん、いかがお過ご

しでしょうか？ 「将来的に日本の四季が二季になる…」と、気象の専門家らが警鐘を鳴らしだしてから、は

や数年。 最初は「まさか？」と思っていましたが、今年は春の陽気が感じられるはずの 4 月に日本各地で

夏日を観測するなど、日々の生活の中で実感する機会が増えてきてしまいました。 6 月からすでに真夏を感

じていた方も多かったことでしょう。 さて、そんな暑すぎる夏を楽しめる話を１つご紹介させていただきま

すね。 今月末、沖縄に新しいテーマパークがオープンするそうです。 沖縄北部の大森林の中に建設された

施設の名は「ジャングリア沖縄」。 名前からも想像できるように、雄大な沖縄の自然を生かした敷地面積６

６ヘクタールのテーマパークです。 森の中をバギーで走り抜けたり、森の木々の上に架かるつり橋を渡って

トレッキングをしたり、熱気球で大空からジャングルを眺めたりするなど、子供から大人まで楽しめるアトラ

クションがたくさんあるそう。 また、海や空などと一体化したような視界が広がる“インフィニティ風呂（露

天風呂）”を備えた広いスパもあるので、リラックスのために訪れても満喫できますよね。 “インフィニテ

ィ風呂”は、なんと！ ギネス公認の世界最大の広さということですから、一度は行ってみたいものです。 こ

のテーマパークは、実は創業からわずか 5 年の日本のスタートアップ企業が手掛けています。 700 億円も

の資金調達に成功して、実現させたのですから本当に驚きです。 そのスタートアップ企業は、大阪の「ユニ

バーサル・スタジオ・ジャパン（USJ）」を再生させたことで有名な、マーケティングのプロ・森岡
もりおか
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氏が率

いる会社。 著書もたくさん出している森岡氏のことはご存じの方も多いかもしれませんが、「USJ」の他に

も「ネスタリゾート神戸」や長崎の「ハウステンボス」などのテーマパークの再生や企業支援を手掛け、実績

をあげてきました。 その森岡氏が、今まで観光客が素通りしてしまっていた沖縄北部に、世界各地から観光

客を呼び込めるようなテーマパークを造ったというわけです。 今後の日本の観光が変わるかもしれない「ジ

ャングリア沖縄」。 今後の展開に注目ですね。             


